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中学校

2年生
職場体験前に実施し、職業の世界への関心を喚起する。
体験する職場を選択するための参考にすることもできる。
自分の興味・関心を把握し、それらを生かせる仕事は何かを知る。

3年生
自分の能力の特徴を把握し、それらを生かせる仕事は何かを知る。
卒業後の進路や職業選択について検討するための資料とする。

大学・短大
専門学校

共通

高　校

KN式クレペリン作業性格検査［進路指導用］
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１年生 興味・関心を把握し、文理選択や総合学科のコース選択時の参考にする。

２年生

主に進学
希望者

能力の特徴を把握し、得意な能力を生かした将来の職業選択に
ついて検討し、卒業後の学部学科等選択の参考にする。

主に就職
希望者

能力の特徴を把握し、得意な能力を生かした職業選択について
検討するための資料とする。

作業性格や作業態度、行動特徴により、学校生活への適応や危険
作業･運転などへの適性を把握するための資料として活用する。

1･2年生

3年生 ４つの側面（興味、能力、価値観、行動特性）の特徴を把握し、
各特徴を生かした職業選択について検討する。

職業への意識を喚起し、早いうちから職業についての意識を持った
大学生活を送るきっかけとする。
興味・関心を把握し、興味の特徴を生かした将来の職業選択について
検討するための資料とする。
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パーソナリティ

適性能（潜在能力）

知識・技能（仕事の遂行能力）

興味・志向性

性　格

価値観

厚生労働省編一般職業適性検査
［進路指導・職業指導用］（GATB）

職業レディネス・テスト（VRT）

キャリア・インサイト

KN式クレペリン作業性格検査
［進路指導用］
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今回は、本誌バックナンバーから「職業レディネス・テスト（VRT）」と「厚生労働省編一般職業適性検査
（GATB）」、「キャリア・インサイト」を活用した高校から社会人までのキャリアカウンセリング事例をピッ
クアップしました。教育現場および職業相談機関におけるアセスメント・ツール活用の参考としていただ
ければ幸いです。

「職業適性」は、「能力」と「興味（パーソナリティ）」の２つの側面から検討することが基本となります。
VRTでは興味を生かせる職業を、GATBでは得意な能力を生かせる職業を具体的に知ることができるため、
｢実施の目的」に合わせてアセスメント・ツールを選択することが有効な活用につながります。

アセスメント・ツール活用事例集
—キャリアカウンセリングとキャリア教育の現場から—

特集

「職業適性」と「実施の目的」からアセスメント・ツールを選ぶ


